
・河川利用ワーキンググループの目的

　　1.河川整備に関する協議（設計・施工に関するところ）

　　2.河川の利用に関する協議（河川の利活用方法、管理運営の体制、河川利用のルール構築）

　　　※平成31年を目標に河川整備・利用が図れるよう推進する。

・スケジュール
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1.河川整備

測量・詳細設計業務

河川整備工事（上流側）

河川整備工事（下流側）

【河川利用ワーキンググループ】　H29年5月～

デザイン監修

　運用ルール策定に必要なデータ等の収集

　河川利用運用ルールの構築

　河川運用ガイドラインの策定

2.公共空間の活用（河川の利活用）

社会実験等

河川の利活用に向けた検討

【出水期】

河川利用ワーキンググループの目的・運用スケジュール

項　　目

平成29年度 平成30年度 平成31年度
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予
定

 

社会実験・実験結果の検証 

ガイドライン策定作業 

マネジメント主体の検討、日常的な利活用に向けた環境整備 

検証結果をふまえた対応 

【資料9】 



河川利活用参考図 


